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［３］中心市街地の現状分析 

 

(1) 中心市街地の変遷 

 

川越の市街地は、江戸時代より川越に富をもたらした新河岸川舟運が、明治28年に

川越鉄道（現、西武新宿線）、大正3年に東上鉄道（現、東武東上線）が敷設されたこ

とで衰退し、商業の中心が北部地域から南部地域へと移動し始め、市街地構造の変化

を迎えることとなる。 

昭和に入ると、川越耕地整理が市街地南部で行われ、市街地を南北に通り抜ける中

央通りができたことで、商業の中心の南下に拍車がかかることになる。 

戦禍を免れたことで、市街地自体の様相に大きな変化のないまま、昭和30年に隣接

9ヶ村を合併し、現在の市域を形成する。また、川越駅、本川越駅周辺に大型店舗が

進出し始め、現在の中心商業地の基礎を形成する。 

そのため現在の中心市街地は、川越城跡、寺社、蔵造りの町並みなどがある北部地

域と、鉄道三駅が集中し商業・業務の中心となっている南部地域により形成されてい

る。 

 

(2) 中心市街地の資源や既存ストック状況の分析と有効活用方法の検討 

 

① 歴史的・文化的資源、景観資源 

 

中心市街地の北部地域には、江戸時代の歴史的遺産である川越城の城跡に一部現

存する本丸御殿、中ノ門堀跡のほか、富士見櫓跡等の未整備の遺構が残っている。

また、重要伝統的建造物群保存地区に選定されている蔵造りの町並みについては、

江戸初期の城下町の町割の上に主として明治初期から末期に建築された重厚な蔵造

り町家を中心に近代洋風建築等も含めた伝統的建造物が建ち並び、特色ある歴史的

景観を良く伝えている。さらに大正時代を偲ばせる建物を現代に残す大正浪漫夢通

りのほか、その付近には明治から昭和の時代に建てられた酒蔵跡地を活用した川越

市産業観光館（小江戸蔵里）や、明治時代の産業遺構である旧織物市場や旧芝居小

屋の跡地等もあることから、中心市街地には多数の歴史的・文化的資源が保存・蓄

積されている。 

これらは川越市民の誇りであり、今後もまちの資源として受け継ぐべきものであ

ることからも、中心市街地の活性化策を展開していく中で、配慮していくべきもの

である。 

 

② 社会資本、産業資源 

 

中心市街地の南部地域においては、川越駅や本川越駅、クレアモール等を中心に、

昭和から平成にかけての商業施設等が集積している地域である。 
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また、川越駅や本川越駅は公共バスの始発地点となっており、それらを中心にマ

ンションの建設も進んでいる状況である。 

公共公益施設や都市福利施設については、中心市街地の区域内に市役所、消防署、

商工会議所等が立地しているほか、クラッセ川越（文化的複合施設）、初雁公園（運

動公園）や川越まつり会館等の集客性の高い施設が整備されているとともに、川越

駅西口に埼玉県、民間事業者との複合拠点施設である西部地域振興ふれあい拠点（ウ

ェスタ川越）が平成27年にオープンしている。また、救急指定病院が2箇所、県立

高等学校が2校等も立地しており、多様な都市機能が集積している。 

公共交通については、JR川越線川越駅、東武東上線川越駅、川越市駅、西武新宿

線本川越駅の3線3駅が立地し、川越駅、本川越駅は西武バス、東武バスウェスト、

イーグルバス等の路線バス、学校や企業の送迎バス等のほか、長距離バスの発着点

があり、公共交通の利便性が高い地域である。 

 

(3) 中心市街地の現状に関する統計的データの把握・分析 

 

① 人口・世帯数の状況 

ア 人口・世帯数 

 

平成 26年の川越市全体の人口・世帯数については、第 1期計画策定時の平成 21

年と比較して、人口が 4.9％、世帯数が 10.1％とそれぞれ増加している。一方、中

心市街地の人口・世帯数については、人口が 5.3％、世帯数が 10.9％とそれぞれ増

加しており、市全体の増加率より中心市街地の増加率が上回っている。 

一方、中心市街地の 5地区のうち、歴史的町並み地区において、世帯数、人口と

もに減少が見られる。また、川越市駅周辺地区において、人口の減少が見られる。 
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イ 昼夜間人口 

 

平成7年の国勢調査を境に、昼夜間人口比率は増加傾向にある。 

平成 22年の国勢調査の昼間人口は 332,876人、夜間人口は 342,670人で、平成

17年と比較すると、昼間人口は 3.9％増加、夜間人口は 3.3％の増加、昼夜間人口

比率は0.6ポイントの上昇となっている。 

その主な要因としては、流出人口と流入人口の差が減少傾向にあることなどによ

り昼夜間人口比率を押し上げている。 

夜 間 人 口 昼 間 人 口

※ ※

平成 2年 304,426 95,545 73,547 21,998 282,428 92.8%

   7 323,202 103,379 78,084 25,295 297,907 92.2

  12 330,402 97,196 76,226 20,970 309,432 93.7

  17 331,836 90,666 79,116 11,550 320,286 96.5

  22 342,670 86,045 76,251 9,794 332,876 97.1

国勢調査人口の集計（一部加工）
年齢「不詳」を含まない。

※は労働力状態「不詳」を含む。

【昼夜間人口の推移】

年 流 出 人 口 流 入 人 口 昼夜間人口比率
流出人口ー

流入人口

 

 

【人口・世帯数の推移】

数値 数値 伸び率 数値 伸び率 数値 伸び率

2,980 3,696 24.0% 3,926 6.2% 4,386 11.7%

1,337 1,388 3.8% 1,433 3.2% 1,561 8.9%

2,342 2,618 11.8% 2,951 12.7% 3,351 13.6%

1,701 2,046 20.3% 2,153 5.2% 2,506 16.4%

1,696 1,766 4.1% 1,830 3.6% 1,823 -0.4%

10,056 11,514 14.5% 12,293 6.8% 13,627 10.9%

117,049 126,514 8.1% 134,390 6.2% 148,007 10.1%

6,681 7,979 19.4% 8,223 3.1% 8,840 7.5%

3,207 3,119 -2.7% 3,046 -2.3% 3,012 -1.1%

5,054 5,368 6.2% 5,833 8.7% 6,204 6.4%

4,149 4,523 9.0% 4,594 1.6% 5,226 13.8%

4,661 4,531 -2.8% 4,499 -0.7% 4,307 -4.3%

23,752 25,520 7.4% 26,195 2.6% 27,589 5.3%

324,063 328,415 1.3% 332,360 1.2% 348,595 4.9%

注 ・人口、世帯数とも住民基本台帳によるもの（各年１月１日現在）

26年12年 17年

川越市駅周辺地区

世
帯
数

川越駅西口周辺地区

川越市駅周辺地区

川越駅・本川越駅東地区

中央通り周辺地区

区分

中央通り周辺地区

歴史的町並み地区

中心市街地計

川越市合計

人
口

川越駅西口周辺地区

（単位：世帯、人、％）

川越駅・本川越駅東地区

21年

歴史的町並み地区

中心市街地計

川越市合計
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【１５歳以上常住地及び従業・通学地】

数値 増減 伸率

計 184,727 172,130 ▲ 12,597 -6.8%

就業者 164,573 153,178 ▲ 11,395 -6.9%

通学者 20,154 18,952 ▲ 1,202 -6.0%

計 94,686 78,015 ▲ 16,671 -17.6%

就業者 85,715 71,173 ▲ 14,542 -17.0%

通学者 8,971 6,842 ▲ 2,129 -23.7%

計 90,041 94,115 4,074 4.5%

就業者 78,858 82,005 3,147 4.0%

通学者 11,183 12,110 927 8.3%

計 172,685 152,879 ▲ 19,806 -11.5%

就業者 146,647 129,429 ▲ 17,218 -11.7%

通学者 26,038 23,450 ▲ 2,588 -9.9%

計 94,686 78,015 ▲ 16,671 -17.6%

就業者 85,715 71,173 ▲ 14,542 -17.0%

通学者 8,971 6,842 ▲ 2,129 -23.7%

計 77,999 74,864 ▲ 3,135 -4.0%

就業者 60,932 58,256 ▲ 2,676 -4.4%

通学者 17,067 16,608 ▲ 459 -2.7%

国勢調査人口の集計

市内へ

市外へ

（流出）

従業地・

通学地

による

人口

↑

昼間人口は

どこから来て

いるか

総数

市内

から

市外

から

（流入）

（単位：人）

区分 １７国調
２２国調

常住地

による

人口

↑

居住者は昼

間どこへ行く

か

総数

 

 

ウ 少子化率・高齢化率 

 

平成 26年の市全体と中心市街地の人口構成を見ると、年少人口は、市全体の

13.1％に対し中心市街地は10.7％と構成比は低く、生産年齢人口は、市全体の63.6%

に対し中心市街地は 66.8%と構成比が高くなっている。また、老年人口は、市全体

の23.3％に対し中心市街地は22.3％と構成比は同程度となっている。 

また、平成 26年と平成 12年の住民基本台帳人口を比較すると、年少人口につい

ては、市全体では、2.3％減少しているが、中心市街地では5.8％の増加となってお

り、老年人口については、市全体では、105.6％と大幅に増加しているものの、中心

市街地では、43.1％となっており、市全体の増加率と比較するとそれほど大幅な増

加とはなっておらず、市全体から見ると少子高齢化の進行度合いは低くなっている。 

この主な要因は、生産年齢人口の増加率が市全体に比べ高く、中心市街地の中に

マンションが建築されていること等から、中心市街地に子育て世代が増加している

ことの表れと推測される。 



 

 16 

 

 

 

② 街なか居住に関する状況 

 

中心市街地の区域内では、これまでコンスタントにマンションの建築が行われてお

り、区域内の人口増加の大きな要因となっていたが、平成22年以降はマンションの供

給ペースが、建築棟数、戸数ともに低下している状況にある。 

 

 

③ 都市基盤整備等の状況 

 

ア 市街地整備の状況 

 

川越駅東口地区で昭和57年に川越駅前脇田町第1種市街地再開発事業（1.10ha）が、

平成2年に川越駅東口第１種市街地再開発事業（1.80ha）が完了している。 

また、川越駅西口地区では、川越駅西口土地区画整理事業（16.15ha）のうち、昭和

52年に第1工区（9.95ha）が、平成19年に第2工区（6.20ha）が完了している。 

第 5次首都圏基本計画において、川越市及び周辺地域が東京都市圏の広域連携拠点

として業務核都市に位置付けられ、川越駅西口周辺地区は業務施設集積地区としての

整備が期待される中で、埼玉県、民間事業者との共同事業である西部地域振興ふれあ

い拠点（ウェスタ川越）が平成27年にしている。 

結節地域では、本川越駅から連雀町交差点の間で、中央通り沿道街区土地区画整理

【年齢３区分による人口構成】

市全体
中心

市街地
市全体

中心

市街地
市全体

中心

市街地
市全体

中心

市街地

人口 324,063 23,752 46,900 2,814 237,669 16,615 39,494 4,323

構成比 100.0% 100.0% 14.5% 11.8% 73.3% 70.0% 12.2% 18.2%

人口 328,415 25,520 45,255 2,895 230,920 17,711 52,240 4,914

構成比 100.0% 100.0% 13.8% 11.3% 70.3% 69.4% 15.9% 19.3%

伸率 1.3% 7.4% -3.5% 2.9% -2.8% 6.6% 32.3% 13.7%

人口 335,240 26,421 44,792 2,968 221,368 17,887 69,080 5,566

構成比 100.0% 100.0% 13.4% 11.2% 66.0% 67.7% 20.6% 21.1%

伸率 2.1% 3.5% -1.0% 2.5% -4.1% 1.0% 32.2% 13.3%

人口 348,595 27,708 45,810 2,976 221,571 18,545 81,214 6,187

構成比 100.0% 100.0% 13.1% 10.7% 63.6% 66.8% 23.3% 22.3%

伸率 4.0% 4.9% 2.3% 0.3% 0.1% 3.7% 17.6% 11.2%

趨勢比

対12年
7.6% 16.7% -2.3% 5.8% -6.8% 11.6% 105.6% 43.1%

注．各年１月１日現在の住民基本台帳人口

全体人口
年少人口

１５歳未満

老年人口

６５歳以上

生産年齢人口

１５～６４歳

26年

12年

17年

22年

区分

【中心市街地のマンション建設状況】

区分 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

棟数 0 5 3 4 5 6 0 3 4 3 1 1

戸数 0 284 185 270 398 283 0 109 211 336 91 34

  建築累計戸数 954 1,238 1,423 1,693 2,091 2,374 2,374 2,483 2,694 3,030 3,121 3,155

（川越市）
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事業（約1.5ha）が区域決定され、平成27年度完了を目指し事業推進が図られている。 

このように、市街地整備は南部地

域の川越駅周辺を中心に実施され

ており、施行区域面積の中心市街地

面積に対する割合は 8.0％と低い状

況である。 

 また、市内の道路網については、

中心市街地から放射状に伸びる構

造となっているため、中心市街地へ

の交通集中が問題となっている。都

市計画道路の平成 25年度末（平成

26年3月31日現在）整備率は、市

内40計画路線の計画延長110.76km

に対し、整備率 44.0％、整備延長

48.74kmと低い水準である。これを

中心市街地について見ると、20路線

で計画決定をしており計画延長

16.25kmに対して、整備済延長

5.40kmで、整備率は 33.2％と市域

全体の整備率を下回っている。 

 

 

 

イ 土地利用の状況 

 

中心市街地の用途地域指定の状況は、中心市街地面積約255haのうち約54％が商業

系、約 42％が住居系、約 2％が工業系、残りの 2％が都市計画公園・緑地の用途指定

がされている。 

実際の土地利用は、住居系利用が大半を占め、三駅（川越駅、本川越駅、川越市駅）

周辺、クレアモール沿道、中央通り沿道に商業・業務系利用が集中している。 

北部地域には、寺社地等が多く分布している他、市役所、学校等の公共施設が立地

している。また、中央通り沿道に川越市伝統的建造物群保存地区（約 7.8ha）の都市

計画決定がされている。 

三駅周辺地区のうち、本川越駅から川越駅東口までの間のクレアモール沿道に大型

店舗を含めた多くの商業施設が集積され、中心商業地を形成している。また、その商

業地を囲むように住居系利用がされている。本川越駅から川越市駅の間は、両駅周辺

で商業系の土地利用が図られている以外は、概ね住居系の利用で占められている。 

また、川越駅西口周辺地区では、これまで川越駅南大塚線沿道に商業・業務系の集

積と飲食店等を中心にした小規模な店舗の集積が図られていたが、西部地域振興ふれ

あい拠点（ウェスタ川越）に商業施設が整備されたことで、商業・業務のさらなる集

【道路・交通体系】 

【川越市都市計画マスタープランより抜粋】 
※この図は都市計画道路及び構想路線等を含む 
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【川越市都市計画マスタープランより抜粋】 

積が見込まれる。 

中心市街地全体では、駅周辺やクレアモール沿道で 3階以上の建築物が集中してい

る以外は、2階以下の建築物が多く、建築密度は比較的低い。 

中心市街地の工業施設は、小規模な施設が全域に住居と混在する形で点在している。 

 

公園整備の状況は、都市計画決

定をした街区公園が1箇所（脇田

本町公園：面積0.06ha）、未決定

の街区公園が4箇所（濯紫公園：

面積 0.38ha、御野立の森公園：

面積 0.06ha、通町公園：面積

0.13ha、 喜 多 院 公 園 ： 面 積

0.20ha）、都市計画決定をした運

動公園が 1箇所（初雁公園：

4.49ha）、未決定の歴史公園が 1

箇所（川越城中ノ門堀跡公園：面

積0.11ha）、未決定の広場公園が

1箇所（クレアパーク：面積

0.13ha）、未決定の都市緑地が 1

箇所（川越駅東口緑地：面積

0.06ha）の9箇所で面積が5.62ha

となっている。また、5箇所のポ

ケットパーク（面積：0.05ha）、4

箇所の児童遊園（面積：0.11ha）

が整備されている。中心市街地の

都市公園の整備率は 2.10㎡/人となっており、市全域 4.62㎡/人に比べて低いものと

なっている。 

中心市街地の緑は、中心市街地北部地域を中心に多数点在する寺社地内の緑やわず

かに残る屋敷林等により潤いが保たれている。 

 

 

 

 

ウ 公共交通の状況 

 

中心市街地の鉄道については、ＪＲ川越線及び東武東上線「川越駅」、西武新宿線「本

川越駅」並びに東武東上線「川越市駅」の三駅が位置する。 

この鉄道三駅は都心への通勤等に利用されており、平成24年の一日平均の乗車人員

については、東武東上線川越駅が6.1万人で最も多く、ＪＲ川越線川越駅が3.6万人、

西武新宿線本川越駅が2.4万人、東武東上線川越市駅が1.7万人で合計13.8万人とな
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っている。各駅の年間乗車客数を見ると、平成 17年から平成 20年までは増加傾向が

見られ、平成21年から平成23年までは減少傾向が続くが、平成24年には再び増加し

ている。ただし、川越市駅については、平成 23年に一時落込みが見られるが、平成

24年まで増加傾向となっている。 

また、東西、南北に鉄道が走るため、踏切の箇所も多く、朝のピーク時には、中心

市街地のとりわけ南北間の道路での交通渋滞が著しい状況となっている。 

中心市街地のバス路線については、東武バスウエスト、西武バス、イーグルバスが

乗入れ、川越駅、本川越駅を起点として市郊外へ伸びる路線網や観光用の路線を形成

しており、市民及び観光客の移動手段の役割を担っている。 

東日本旅客鉄道 西武鉄道

川越市駅 本川越駅

平成13年 12,876,332 21,269,124 6,272,016 8,834,765 49,252,237 25,148,199 74,400,436

平成14年 12,839,548 21,152,092 6,167,676 8,861,301 49,020,617 24,855,395 73,876,012

平成15年 12,909,782 21,456,923 6,089,384 8,916,138 49,372,227 24,687,284 74,059,511

平成16年 13,037,290 21,538,239 5,975,925 8,811,912 49,363,366 24,458,333 73,821,699

平成17年 13,194,385 21,499,550 5,925,314 8,730,049 49,349,298 24,298,169 73,647,467

平成18年 13,503,727 21,631,874 5,946,563 8,772,849 49,855,013 24,337,480 74,192,493

平成19年 13,839,187 22,194,573 5,967,672 8,772,885 50,774,317 24,494,297 75,268,614

平成20年 13,847,791 22,442,793 6,114,637 8,907,639 51,312,860 24,593,519 75,906,379

平成21年 13,541,040 22,289,786 6,185,306 8,871,458 50,887,590 24,376,092 75,263,682

平成22年 13,425,018 22,231,917 6,220,082 8,745,202 50,622,219 24,144,790 74,767,009

平成23年 13,302,118 22,230,458 6,187,296 8,697,611 50,417,483 23,908,735 74,326,218

平成24年 13,482,002 22,578,845 6,257,933 8,864,413 51,183,193 24,183,990 75,367,183

各鉄道会社調べ

年間乗車客数

中心市街地

以外の駅

（8駅）の計

（単位：人）

合計区分

中心市街地区域内

中心市街地

小計川越駅

東武鉄道
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東武東上線 

ＪＲ川越線 

西武新宿線 

至高麗川 

至寄居 

至西武新宿 

至池袋 

至大宮 

【本川越駅】 

886.4万人（2.4万人／日） 

【川越市駅】 

625.7万人（1.7万人／日） 

【川越駅】 

・ＪＲ 1348.2万人（3.6万人／日） 

・東武 2257.8万人（6.1万人／日） 

計  3606.0万人（9.8万人／日） 

 

【中心市街地の鉄道駅と駅ごとの年間乗車人数（平成24年）】 
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④ 観光の状況 

 

「小江戸」と呼ばれる本市には、「蔵造りの町並み」、「時の鐘」、「菓子屋横丁」など

魅力ある観光資源が多くあり、それらは主に中心市街地内に位置している。また、「川

越まつり」等の観光事業も豊富なことから、平成25年には、年間約630万人の観光客

が訪れている。平成25年度の観光アンケート調査の結果等によると、本市の観光客は、

①ほとんどが日帰り観光客であり、観光時間については、半日までが全体の約 9割を

占め、さらに半日にも満たないものが全体の約45％を占めている、②50歳以上の年齢

層が約6割を占めており、無料休憩所の要望も多い、③平成17年調査と比べて、初め

て川越市を訪れた観光客の割合が約 3割から約 5割に増加しているが、リピーターの

割合も多く、特に、来訪回数が 4回目以上という観光客が約 2割を占めている、④来

訪する交通手段については、鉄道と自家用車の利用が多いが、特に鉄道利用が 5割を

超えている、⑤観光案内所利用者数からも、外国人観光客は年々増加傾向にある等の

特徴がある。また、中心市街地に立地する代表的な観光施設（川越まつり会館、蔵造

り資料館、博物館、美術館、川越城本丸御殿）の入館実績を見ると、１日平均で平日

670人、休日 1,225人（約 4：6）となっており、平日においても観光ニーズが相当数

存在している。さらに、平成25年3月から、鉄道5社による相互直通運転が開始され、

川越から横浜方面まで繋がり、交通の利便性が向上しているほか、2020年の東京オリ

ンピック競技大会のゴルフ競技が、川越市で開催される予定となっており、集客等の

効果が期待されている。 

 北部地域に位置する一番街周辺、とりわけ仲町交差点から札の辻交差点の間は、本

市でも一番の観光スポットである「蔵造りの町並み」があるため、観光客の 9割以上

が訪れるエリアとなっている。そのため、車で訪れる観光客が駐車場を探すためのう

ろつきによる渋滞や、駐車場の空きを待つ車による渋滞が見受けられる状況である。

特に土日祝日は歩行者の安全確保が難しい状態になっている。 

また、札の辻交差点から郊外型駐車場の間は、交差点改良、道路整備、市役所駐車

場の土日解放、観光バス乗降場の整備により、交通環境が改善されたものの、依然と

して自動車による渋滞が発生することがある。 

観光客が多く訪れる一番街周辺のトイレは道路に面していないため、観光客にわか

りづらいものになっている。また、多目的・多機能トイレやおむつ交換台が少ないな

ど、利便性が悪いのが現状である。 

一番街以外では、喜多院や川越城本丸御殿に立寄るほかは、多くの場所で観光客が

立寄る割合が10％を下回るという、非常に厳しい状況となっている。 

また、観光アンケート調査が示す観光客の消費活動の状況を比率でみると、平成25

年度では、宿泊費を使わない（支出しない）人が全体の98.2％、飲食費を使わない人

が全体の 6.9％、土産品を買わない人が全体の 12.9％を占めている状況である。アン

ケートの調査時期、サンプル数、調査項目に多少の差異はあるため単純比較はできな

いが、第1期計画策定年度の平成21年度に実施したアンケート調査の類似項目と比較

（川越市観光アンケート） 



 

 22 

すると、宿泊をしない人は0.3ポイント減（98.5％）、食事をしない人は2.9ポイント

減（9.8％）、土産品を買わない人は1.1ポイント増（11.8％）となっている。 

 

【川越市観光アンケート調査結果】  

 

【年齢】

2.5% 2.3% 3.2%

8.0% 9.8% 9.9%

12.2% 9.0%
14.2%

19.4%

11.1%

14.8%

28.2%

26.5%

24.4%

26.0%

35.6%

31.1%

3.7% 5.7% 2.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

１１年 １６年 １７年

回答なし

６０代以上

５０代

４０代

３０代

２０代

１０代
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⑤ 商業・にぎわいに関する状況 

 

ア 小売業に関する事業所数、従業員数、年間販売額、売場面積 

 

平成24年経済センサス活動調査によると、小売業は本市全体で2,075事業所、中心

市街地は 730事業所となっており、中心市街地の事業所数のシェアは 35.2%を占めて

いる。平成21年経済センサス基礎調査では、小売業は本市全体で2,240事業所、中心

市街地は 755事業所となっており、中心市街地の事業所数のシェアは 33.7%を占めて

いる。中心市街地の事業所数のシェアは上昇しているが、事業所数は本市全体、中心

市街地ともに減少している。 

平成16年度商業統計調査によると、小売業の商店数は本市全体で2,236店、従業員

数17,902人、年間商品販売額約3,330億8千万円、売場面積320,170㎡となっている。

これを中心市街地の商業集積地で見てみると、商店数 679店（シェア 30.4％）、従業

【過去 10 年間の川越市入込観光客数】 

（川越市観光アンケート） 
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員数5,110人（シェア28.5％）、年間商品販売額約1,075億5千万円（シェア32.3％）、

売場面積117,952㎡（シェア36.8％）となっている。 

平成14年度の同調査と比較すると、中心市街地商業集積地で商店数38店（▲5.3％）

の減少、従業員数546人（▲9.7％）の減少、年間商品販売額約92億5千万円（▲7.9％）、

売場面積1,981㎡（▲1.7％）の減少となっている。とりわけ、年間商品販売額につい

ては、市全体では2.6％増加している中での減少となっている。 

実数 シェア 実数 シェア 実数 シェア 実数 シェア

商店数 748 30.2% － 717 30.4% 679 30.4% -5.3%

従業員数 4,993 31.0% － 5,656 30.4% 5,110 28.5% -9.7%

年間販売額 13,198,000 37.2% － 11,681,600 36.0% 10,755,900 32.3% -7.9%

売場面積 118,039 43.9% － 119,933 41.5% 117,952 36.8% -1.7%

商店数 2,476 － 2,507 － 2,355 － 2,236 － -5.1%

従業員数 16,120 － 18,243 － 18,607 － 17,902 － -3.8%

年間販売額 35,516,677 － 33,572,600 － 32,469,902 － 33,308,202 － 2.6%

売場面積 268,839 － 282,972 － 288,881 － 320,170 － 10.8%

注． 実数単位／商店数：店、従業員数：人、年間販売額：万円、売場面積：㎡

商業統計調査に基づく集計。

中心市街地については、同調査の商業集積地から中心市街地に存する商店街分を集計した。

実数 シェア 実数 シェア

中心市

街地
事業所数 755 33.7% 730 35.2%

川越市

全体
事業所数 2,240 － 2,075 －

注． 経済センサスに基づく集計。

中心市街地については、同調査の商業集積地から中心市街地に存する小売事業所分を集計した。

経済センサスと商業統計調査では、名簿や調査方法の違いから、集計対象等が異なっている。

平成２４年度平成２１年度

川越市

全体

平成１６年度

簡易調査に

つき集計なし

伸び率

中心市

街地

平成９年度 平成１１年度 平成１４年度

 

 

 

イ 大規模店舗の出店状況 

 

中心市街地に立地する大規模店舗は、平成17年度以降、11店舗99,263㎡のまま変

化はない。 

一方、中心市街地以外に立地する大規模店舗は、平成 20年度から平成 25年度まで

に9店舗、店舗面積にして38,708㎡の増加となっている。 

また、隣接自治体における平成21年度以降の大規模店舗の出店は、6店舗、17,289

㎡増加している。平成16年度から平成20年度までの18店舗、138,936㎡と比べると

増加傾向に鈍化がみられる。 
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【市内の大規模小売店舗一覧】

有無 店舗面積 有無 開店年月 店舗面積

1丸広百貨店 川越店（丸広本社） 新富町２－６－１ ○ ○ 26,156 ○ S39.10 26,156

2丸広百貨店・ｱﾄﾚﾏﾙﾋﾛ（ｱﾄﾚ） 脇田町２－２１ ○ ○ 21,129 ○ H02.05 21,129

3本川越ﾍﾟﾍﾟ（西武本川越ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ） 新富町１－２２－１ ○ ○ 13,050 ○ H03.09 13,050

4川越ﾏｲﾝ（川越駅前脇田ﾋﾞﾙ） 脇田町１０３ ○ ○ 9,436 ○ S57.11 9,436

5丸井 川越ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞﾙ（川越モディ） 脇田町４－２ ○ ○ 7,847 ○ S48.11 7,847

6
まるひろ川越店ｱﾈｯｸｽA（旧 長崎屋ｻﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝ

ﾀｰ川越店）
新富町２－９ ○ ○ 6,190 ○ S49.03 6,190

7ﾛﾁﾞｬｰｽ 川越店 脇田新町１１－１１ ○ ○ 5,006 ○ S52.07 5,006

8㈱ｲﾄｰﾖｰｶ堂　川越店 新富町１－１－２０ ○ ○ 4,193 ○ S42.11 4,193

9ﾄｲｻﾞらｽ 川越店 福田１０１５－１ ○ 3,057 ○ H08.10 3,057

10ﾗｲﾌ川越霞ヶ関店（旧 東武ｽﾄｱ霞ヶ関店） 霞ヶ関東１－１－１２ ○ 3,034 ○ H10.11 3,034

11ヒノデビル 砂９４４－１ ○ 2,850 ○ S62.06 2,850

12ﾏﾐｰﾏｰﾄ神明町店（小川ﾋﾞﾙ） 神明町４－４ ○ 2,605 ○ Ｓ55.07 2,605

13川越いせはらｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ 伊勢原町３－２ ○ 2,200 ○ H09.05 2,200

14ﾌｰﾄﾞﾊﾟﾜｰｾﾝﾀｰVALUE川越天沼店（長嶋ﾋﾞﾙ） 天沼新田１０４－６ ○ 2,103 ○ H07.11 2,103

15ｺｼﾞﾏ川越店 大塚新田３－１ ○ 2,038 ○ H08.06 2,038

16万代書店川越店(ﾗｵｯｸｽ川越店) 城下町１２－１ ○ 1,973 ○ H09.11 1,973

17エコス川越霞ヶ関店 霞ヶ関北２－２－３ ○ 1,738 ○ H17.01 1,738

18ﾍﾞﾙｸ（川越的場ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ） 的場８１１－２ ○ 1,656 ○ H04.10 1,960

19ﾆｭｰﾗｲﾌｶﾀｸﾗ 川越店 的場８３１ ○ 1,494 ○ S61.04 1,494

20K  SQUARE 脇田町９－３ ○ ○ 1,493 ○ H04.05 1,493

21いなげや（山大ビル） 南台３－２－１ ○ 1,493 ○ H07.12 1,493

22いなげや 川越新河岸店（長谷川ﾋﾞﾙ） 砂新田８９－１ ○ 1,443 ○ S61.04 1,443

23ｻﾐｯﾄｽﾄｱ 霞ｹ関店（鈴木ﾋﾞﾙ） 的場２２２２－１ ○ 1,362 ○ S49.12 1,362

24ﾌｧｯｼｮﾝｾﾝﾀ-しまむら 的場店 的場新町１５－４ ○ 1,350 ○ H07.12 1,350

25
ｻﾞ･100YEN PLAZA ﾀﾞｲｿｰ（ｻﾝﾊﾞｰﾄﾞ長崎屋川越新

宿店）
新宿町５７８－１ ○ 1,239 ○ S54.10 1,239

26ﾏﾙｶﾜ 川越店 脇田新町８－１５ ○ 1,236 ○ S53.05 1,236

27ﾌｧｯｼｮﾝｾﾝﾀｰしまむら 川越新河岸店 砂新田７４－２ ○ 1,159 ○ H06.10 1,159

28ｱﾙﾍﾟﾝ 川越店 松郷８５８－１０外 ○ 1,120 ○ H05.12 1,120

29ﾌｧｯｼｮﾝｾﾝﾀｰしまむら 笠幡店 笠幡１０７－２１ ○ 1,030 ○ S60.10 1,030

30ｳﾆｸｽ南古谷 泉町3－1外 ○ 21,759 ○ H15.03 21,759

31島忠川越店 松郷９２６－１外 ○ 15,925 ○ H19.04 17,868

32ﾔｵｺｰ川越山田ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ 山田字東町2043-1外 ○ 6,538 ○ H12.04 6,538

33ｹｰｽﾞﾃﾞﾝｷ川越本店（ｲﾄｰｾｰﾌﾞ店舗ﾋﾞﾙ） 小仙波９７４－１外 ○ 3,801 ○ H15.09 3,801

34ｲﾝﾃﾙﾅかわはた 川越店 大仙波６３５－１外 ○ 3,360 ○ Ｈ19.02 3,360

35ドン・キホーテ 川越店 小仙波９３８－２ ○ 3,300 ○ Ｈ19.06 3,300

36ﾙﾐﾈ川越店(JR川越ﾋﾞﾙ) 脇田本町３９－１９ ○ ○ 2,603 ○ H16.02 2,603

37ﾍﾞﾙｸ川越東田町店 東田町４－７ ○ ○ 2,160 ○ H17.06 2,160

38ヤオコー川越新宿店 新宿町５－２０－１ ○ 2,036 ○ H19.08 2,036

39ﾍﾞﾙｸ南古谷店 並木２６４－１外 ○ 1,870 ○ H13.12 1,870

40ｵｻﾞﾑ笠幡店 笠幡３７１４－１外 ○ 1,390 ○ H15.05 1,390

41ﾎﾟﾚｰﾙ高階 砂新田３８３－２ ○ 1,311 ○ H10.04 1,311

42サンドラッグ川越石原店（マルエツ石原店） 石原町２－５４－２ ○ 1,198 ○ S52.07 1,198

43ニトリ川越店 豊田町３－１２－１外 ○ H23.11 7,722

44ザ・マーケットプレイス川越的場 的場新町２１－７外 ○ H24.03 7,251

45川越旭町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（いなげや、しまむら） 旭町２－１２－１２外 ○ H21.11 4,517

46ｻﾐｯﾄ川越藤間店（川越藤間ビル） 藤間２１５－６外 ○ H21.02 3,772

47ベルク川越むさし野店 むさし野１７－９ ○ H23.06 2,198

48ＡＢＣマート、ブックオフ（ﾎｰﾑｽﾞﾀｳﾝ川越店） 小仙波６８９－１外 ○ H21.03 2,194

49生鮮市場TOP川越店 小室385-1 ○ H24.11 6,679

50ケーヨーデイツー川越店 新宿町5-13-1外 ○ H24.09 2,463

51ベルク川越小仙波店 小仙波町3-16外 ○ H25.03 1,912

63ｺﾓﾃﾞｨｲｲﾀﾞ 上福岡店 藤間８７１ ○ 1,386

61いなげや川越旭町店（飯野ﾋﾞﾙ） 旭町２－１２－６ ○ 1,422

62川畑家具（ｼﾞｬﾊﾟﾝﾎｰﾑｾﾝﾀｰ） 石田１８６－１ ○ 3,810

45 204,549 51 238,886

11 99,263 11 99,263

店舗の名称

（大規模小売店舗立地法上の名称）
　所　在　地

中心

市街

地内

（単位：㎡）

２５年度（４月１日現在）

中心市街地内大規模店舗面積計

２０年度（４月１日現在）

川越市内大規模店舗面積計

№
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ウ 消費者動向 

平成17年度と平成22年度の消

費者動向調査の比較によると、消

費者の動向は次のように変化して

いる。 

地元商店街で「ほとんど買い物

はしない」比率が 9.9ポイント上

昇し、全体の約半数を占めている。

「ほとんど毎日」の比率は 0.9ポ

イント上昇しているが、「月に数回

程度」及び「週に数回程度」の比

率の合計は 6.2ポイント下降して

いる。 

地元商店街で買物しない理由に

ついては、項目の順位に大きな変

動はなく、「１か所で買物が済まな

い」、「駐車場がない」、「品揃えが

少ない」等の理由が上位を占めて

いるほか、平成22年度に新設され

た「地元に商店街がない」の比率

が37.4%と多くなっている。 

日用品、食料品、果物・肉・魚・

野菜などを主に買物に行く場所に

ついては、「食品スーパー」の比率

が最も多く 8.4ポイント上昇して

いるが、「一般の商店」は、1ポイ

ント減少している。 

また、平成22年度に新設された

「地元商店街が高齢化社会への対

応として今後力を入れるべきと思

うこと」については、小単位の販

売や電話やＦＡＸでの注文・配達

などが上位を占めている。 

これらのデータは、市内全域で

のデータであるため、中心市街地

のみの状況とはいえないが、消費

者の動向についても商店街から郊

外に向かって拡大していることがうかがえる。 
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エ 商店街の空き店舗数の状況 

 

中心市街地に位置する商店街・商店会のうち、年度対比が可能な商店街・商店会（22

商店街）の空き店舗数は、平成19年には70店舗であったが、平成24年には74店舗

と5.7％増加している。特に元町１丁目商和会が140％増と大幅に増加している。 

また、川越名店街、立門前商栄会、川越駅東口商店会では、中心市街地平均の 3.5

店舗、埼玉県平均の3.4店舗（平成23年度商店街経営実態調査（平成24年3月）、埼

玉県産業労働部）を2倍以上上回る高い水準で推移している。 

元町 1丁目商和会は中心市街地の北端、川越駅東口商店会は中心市街地の南端に位

置している。また、川越名店街と立門前商栄会は結節地域に位置している。後述の歩

行者・自転車通行量を見ると、周囲の通行量と比べて、当該商店街周辺の通行量は少

なくなっている。 

 

【中心市街地に位置する商店街の店舗数等の状況】

H19.5 H24.12

元町１丁目商和会 5 12 140.0%

鐘つき堂商店街 0 2 -

川越菓子屋横丁会 0 0 -

川越一番街商業協同組合 12 2 -83.3%

松江２商店会 0 - -

仲町商店街 3 3 0.0%

川越駅西
口地区

川越駅西口商店会 － 5 -

六栄会 0 4 -

柳通り商店街 4 5 25.0%

中原町商店街 0 2 -

川越新富商店街振興組合 3 3 0.0%

川越サンロード商店街振興組合 2 3 50.0%

八幡通り商店会 0 0 -

川越駅前商店会 － 3 -

川越駅東口商店会 10 9 -10.0%

アトレテナント会 0 0 -

川越名店街 6 7 16.7%

松江町松栄会 － 4 -

大正浪漫夢通り商店街振興組合 2 2 0.0%

立門前商栄会 8 7 -12.5%

中央通り２丁目商店街 2 1 -50.0%

連雀町繁栄会 2 3 50.0%

広小路商栄会 1 0 -100.0%

喜多院不動通り商店街 3 4 33.3%

川越中央通り商店街 7 5 -28.6%

【参考】平成19年度と平成24年度調査のデータ比較可能な空き店舗の集計

H19.5 H24.12

比較可能な商店街の計（21商店街） 70 74 5.7%

比較可能な商店街の平均（21商店街） 3.3 3.5 5.7%

注１．商店街名の網掛けは、Ｈ19とＨ24の比較が可能なもの。

区分

中央通り
周辺地区

川越駅・本
川越駅東
地区

川越市駅
周辺地区

歴史的町
並み地区

伸び率区分

空き店舗数

空き店舗数

商店街名
伸び率
19→24
％

 

 

オ 業種別事業所数の状況 

 

平成21年、平成24年経済センサスによると、中心市街地の事業所数は、平成21年

から平成24年までの3年間で122事業所（▲5.3％）減少となっている。 

ほぼすべての業種で減少傾向が見られる中、主な減少要因は、卸売・小売・宿泊・

飲食業サービス業であり、71事業所（▲5.1％）の減少となっている。 



 

 30 

【中心市街地の業種別事業所数】

222 194 146

53 61 75

1,444 1,429
1,358

135 118
94

106
106

141

763 866
910

15 13 14

0
3 0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

8年 13年 18年

その他

サービス

不動産

金融・保険

卸売・小売・飲食

運輸・通信

電気・ガス等

第２次産業

特に卸売・小売業や各サービス業は、にぎわい創出の要因となる業種であるが、卸

売・小売・飲食業については平成8年から18年の間で減少傾向にあり、類似項目の卸

売・小売・宿泊・飲食サービス業については平成 21年から平成 24年の間で減少傾向

にある。また、サービス業は平成8年から平成18年までは増加傾向にあったものが、

平成21年から平成24年の間では減少傾向となっている。 

 

 

 

カ 歩行者・自転車通行量 

 

中心市街地の歩行者・自転車通行量について調査結果を見ると、調査地点23地点の

うち、やまわ前（Ｑ地点）、菓子屋横丁（Ｒ地点）、鍛治町広場前（Ｐ地点）、加藤仏壇

仏具店前（Ｃ地点）、小江戸蔵里前（Ｏ地点）、ローソンストア前（Ｄ地点）、太陽ビル

前（Ｈ地点）、吉野園前（Ｅ地点）、堺屋金物店前（Ｋ地点）、大正浪漫夢通り（Ｔ地点）、

旧鶴川座前（Ｗ地点）の11地点は、休日の通行量が平日の２倍前後となっている。こ

れらの地点は、観光客が訪れる観光場所又は観光場所との間で通過する地点や買物客

が訪れるクレアモールに存在していることから、観光客や買物客が休日に多く訪れて

いることの現れと考えられる。 

（事業所・企業統計調査） （経済センサス） 
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平日と休日の通行量の変化が

少ない郭町公用車第一駐車場前

（Ｓ地点）、桜井ビル前（Ｂ地

点）、イーグルトラベル前（Ａ地

点）、川越駅前ビル前（Ｌ地点）、

埼玉りそな銀行川越南支店前

（Ｍ地点）、グランベルビル前

（Ｊ地点）の６地点は、郭町公

用車第一駐車場前（Ｓ地点）を

除いて本川越駅又は川越駅近く

に存在しているが、それぞれの

駅の利用者による通行量が平

日、休日ともほぼ一定に保たれ

ていることによると考えられ

る。また、郭町公用車第一駐車

場前（Ｓ地点）は、臨時観光バ

ス駐車場と観光場所の間に位置

しており、観光バスによる団体

観光客が平日、休日に関係なく

来訪していることによるものと

考えられる。 

歩行者・自転車通行量の多い

地点は、商業地域である南部地

域のクレアモールの東和銀行川

越支店前（Ｉ地点）、太陽ビル前

（Ｈ地点）が最も多く、次に観

光地域である北部地域のやまわ

前（Ｑ地点）、本川越駅とクレア

モールの間にあるイトーヨーカ

ドー前（Ｇ地点）、一番街の南端

にある鍛治町広場前（Ｐ地点）となっている。このように、平成19年調査時点と順番

こそ違うが、中心市街地の南部地域と北部地域に歩行者・自転車通行量が多い地点が

存在している。一方、中間の結節地域である堺屋金物店前（Ｋ地点）、旧川越織物市場

前（Ｖ地点）旧鶴川座前（Ｗ地点）にかけては、南部地域の商業と北部地域の観光に

誘引される形となって歩行者・自転車通行量が少なくいわば谷間となっている。 
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歩行者・自転車通行量を平

成19年と平成26年で比較が

可能な調査地点 17地点で比

較すると、平日においては、

鍛治町広場前（Ｐ地点）で約

93%増、郭町公用車第一駐車場

前（Ｓ地点）が約42％増と、

北部地域の休憩できる広場

と、一番街と郊外型駐車場の

間にある地点のほか、第 1期

計画で結節地域の回遊性の向

上を目的に整備した小江戸蔵

里前（Ｏ地点）が約42％増と、

第1期計画で整備した3地点

の通行量が大幅に増加した。 

休日については、埼玉りそ

な銀行本川越支店前（Ｆ地点）

から北側については大幅に通

行量が増加した。特に歴史的

町並み地区の 4地点では約

80％以上の伸びを見せてい

る。一方で、南側については、

本川越駅と川越駅を結ぶ動線

上の 3地点（イトーヨーカド

ー前（Ｇ地点）、太陽ビル前（Ｈ地点）、東和銀行川越支店前（Ｉ地点））の通行量が減

少しているほか、川越駅西口地区の川越駅前ビル前（Ｌ地点）、埼玉りそな銀行川越南

支店（Ｍ地点）、川越市駅周辺地区の桜井ビル前（Ｂ地点）の通行量が減少している。

減少した6地点はどれも駅の周辺にあり、そのうち、埼玉りそな銀行川越南支店前（Ｍ

地点）が約20％と減少幅が大きい。また、商店が密集しているクレアモールの東和銀

行川越支店前（Ｉ地点）、イトーヨーカドー前（Ｇ地点）、の 2地点は 10%前後の減少

である。 

これらから、中心市街地の歩行者・自転車通行量は、観光客の増加というプラス要

素はあるものの、買物客の減少や回遊性の低下といったマイナス要素も絡み合って推

移しているといえる。 

また、平日、休日とも通行量が増加し、周辺の通行量が軒並み10,000人を超える中、

中央通り周辺地区の堺屋金物店前（Ｋ地点）、旧川越織物市場前（Ｖ地点）、旧鶴川座

前（Ｗ地点）の通行量は著しく少ない。特に旧川越織物市場前（Ｖ地点）では、休日

でも 2,000人に満たず、また、堺屋金物店前（Ｋ地点）は、本川越駅と北部地域を繋

ぐ中央通りに位置しているにも関わらず10,000人に満たない状況である。 

比較的休日の方が、数値が高いことから、周辺住民が多少通行しているものの、多



 

 33 

くは観光客、買物客が通行しているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


